
学 年 3 教 科 理科 科 目 化学 単位数 5

補助教材
(出版社名)

前半

後半

前半

後半

後半

評価の観点
①科学的なものの見
方、思考力、判断力、
表現力を身に付いて
いるか。
②授業内容と実験観
察を通じて各種の現
象を論理的に考える
ことが出来るか。
③実験やその考察な
どを通じて科学的な
思考力が身に付いて
いるか。

評価の方法
①定期テスト
②小テスト
③実験レポート
④実験中などの平常
点

２学期
（７０）

第Ⅱ章　物質の変化と平衡
第３節　化学反応の速さ
　・反応速度
第４節　化学平衡
　・可逆変化と化学平衡
　・平衡移動
第５節　電離平衡
　・弱酸・弱塩基の電離平衡
　・塩の性質と反応
　・緩衝液
　・溶解度積

・反応速度が計算でき、反応速度の変化を説明できる。
・化学平衡の仕組みを理解し、化学平衡の法則の関係
　式から平衡定数・濃度・圧力を相互に計算できる。
・ルシャトリエの原理を理解し、濃度・圧力・温度を変化
　で平衡が左右どちらに移動するかを答える事ができ
る。
・電離平衡の関係式を理解し、電離定数・電離度・水溶
液
　の濃度・水素イオン濃度を相互に計算できる。
・塩の加水分解による液性を説明できる。
・緩衝液の組み合わせと作用を説明できる。
・難溶塩の溶解平衡の仕組みを理解し、溶解度積の値を

第Ⅰ章　物質の状態
第１節　化学結合と結晶
　・金属結晶とイオン結晶の構造
第２節　物質の三態と熱運動
　・蒸気圧
第３節　気体の性質
　・気体の体積変化
　・気体の状態方程式

セミナー化学基礎＋化学（第一学習社）
サイエンスビュー化学総合資料（実教出版）
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学　　　期 評価の観点・方法

改訂 高等学校 化学（第一学習社）

指導内容 具体的な指導目標

・非金属元素の性質と製法を理解する。
・典型金属元素の性質と製法を理解する。
・遷移元素の性質と製法を理解する。

第Ⅲ章　無機物質
第１節　非金属元素の単体と化合物
第２節　典型金属元素の単体と化合物
第３節　遷移元素の単体と化合物

第２節　物質の三態と熱運動
　・蒸気圧
第３節　気体の性質
　・気体の体積変化
　・気体の状態方程式
第４節　溶液の性質
　・固体の溶解度
　・気体の溶解度
　・希薄溶液の性質、コロイド

・気液平衡の仕組みを理解し、蒸気圧曲線から気圧ごと
　温度ごとの蒸気圧を求める事ができる。
・ボイル・シャルルの法則や気体の状態方程式から圧力
　体積・物質量・絶対温度の値を相互に計算できる。
・ﾄﾞﾙﾄﾝの分圧の法則から混合気体の分圧を計算でき
る。
・溶媒に対する溶解の仕組みを理解する。
・固体の溶解度から、一定量の溶媒に溶ける固体の質量
　再結晶した時に生じる結晶の質量を計算できる。
･ヘンリーの法則から溶解する気体の体積を計算でき
る。
・沸点上昇と凝固点降下の仕組みを理解し、沸点上昇度
　と質量モル濃度の相互の値が計算できる。
・ファントホッフの式より浸透圧が計算できる。

使用教科書
（出版社名）

・単位格子の粒子数・配位数が答えられる。一辺の長さ
　から粒子の半径、密度から原子量が計算できる。・気液
平衡の仕組みを理解し、蒸気圧曲線から気圧ごと
　温度ごとの蒸気圧を求める事ができる。
・ボイル・シャルルの法則や気体の状態方程式から圧力
　体積・物質量・絶対温度の値を相互に計算できる。
・ﾄﾞﾙﾄﾝの分圧の法則から混合気体の分圧を計算でき
る。

第Ⅰ章　物質の状態
第４節　溶液の性質
　・固体の溶解度
　・気体の溶解度
　・希薄溶液の性質、コロイド

・溶媒に対する溶解の仕組みを理解する。
・固体の溶解度から、一定量の溶媒に溶ける固体の質量
　再結晶した時に生じる結晶の質量を計算できる。
･ヘンリーの法則から溶解する気体の体積を計算でき
る。
・沸点上昇と凝固点降下の仕組みを理解し、沸点上昇度
　と質量モル濃度の相互の値が計算できる。
・ファントホッフの式より浸透圧が計算できる。
・コロイドの種類と溶液の性質と現象を説明できる。

１学期
（６５）

３学期
（４０）

・問題集、大学入試の過去問題を使用し、入試に対する
　実践力を養成する。

受験対応指導


